
■はじめに 

岐阜県は国の「みどり認定制度」に「ぎふ清流ＧＡＰ評価制度」の考え方を取り入れた、「岐阜

県版みどり認定制度（仮称）」を本年秋頃より開始する予定です。これに伴い、「ぎふ清流 GAP

評価制度」は、今年度で新規・更新の受付が終了となります。今後、各地域で説明会が開催され

る予定です。 

 また、これまでの農場評価から、多くの農場で評価が低い傾向にある項目があります。

その項目と評価を下げる要因について紹介します。 

 

■トピックス 



■国際水準 GAP ガイドライン不遵守農場における不遵守項目とその要因 

①全 4.5.1農場の廃棄物と汚染源の特定、管理計画と廃棄手段の文書化 

廃棄物管理計画書内で「周辺への影響」が評価されていません。農場から排出される

廃棄物、汚染源等を特定はもちろんのこと、周辺への影響となる騒音や悪臭等について

も、管理計画書に記載することが求められます。 

②作 4.3.1 農薬保管庫の条件と施錠、警告表示、農薬事故時の手順書の設置 

  農薬保管庫については「施錠が不完全」「毒劇物と普通物が混在」「他品目で利用する

薬剤が混在」や「保管棚が吸収性の高い素材」などが主に評価を下げる要因となってい

ます。また、「農薬取扱手順書がない」「農薬取扱手順書が掲示されていない」なども併

せて対応が求められます。 

 ③全 4.4.2 燃料の貯蔵所周辺の禁煙、火気厳禁、消火器の用意 

  消火器設置はされているものの、「禁煙・火気厳禁等の表示がない」こと、「燃料周辺

に燃えやすいものが置かれている」、「消火器の使用期限が切れている」が評価を下げる

要因となっています。 

④全 5.1.1 栽培・収穫・調製・保管・包装に関するリスク評価の記録と対策 

リスク評価における「化学的（アレルゲン）汚染の評価」が足りません。アレルゲン

や重金属などの化学的な汚染についても評価し、対策を講ずる必要があります。 

 

 

 

 

令和６年度、７年度に実施した農場評価した91経営体のうち、23経営体が国際水準GAPガ

イドラインを遵守できていませんでした。 

不遵守が多い項目はグラフ（図 1）のとおりであり、評価を下げた要因等を紹介します。 


